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楽しく健やか旺
老いていき庇い

五十嵐勇三さん
（富士見町内在住）

私は大正15年12月、寒さ厳しい所で有名な

道北の歌登で生まれました。9人兄弟の3番目、

家は旅館を経営していましたガ事情かあって昭

和14年札幌に転居、大家族で貧しい生活でした。

私は15才から昼間は印刷屋に勤め、夜は札幌

夜間中学校（旧制中学校）に通いました。昭和
20年3月卒業後、札幌鉄道局に就職しましたガ

24年、故郷の友人の勧めで歌登町立の小さな中

学校の代用教員に採用されました。無資格でし

たから通信教育と講習会受講で資格を取得しま

した。歌登で縁があり、現在の妻と結婚し二人

の娘に恵まれました。

歌登は農村ですガその後、離島利尻、稚内市

など宗谷管内で1而4町7校を歴任し、61年3

月に37年間の教職員生活を終えて、ここ藤野に

居住しました。
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【左】切り絵に専念する勇三さん

【石上】妻のミツ子さんと談笑

【右下】勇三さんの作品、紙の彫刻

その後札幌シルバー人材センターに登録、主

に筆耕の仕事に従事しました。

町内会では福祉部長をはじめ、役員として6

年間、青少年育成委員も10年間勤めました。

今は、町内会の老人クラブに妻と共に入会し、

パークコルフや輪投げ、日帰り旅行などで楽し

んでいます。

趣味は書道、油絵、紙の彫刻作りなど……。

滝平二郎さんの「切り絵」に感勤し3年前から

切り絵を始めました。細かい部分を切り抜く時

の集中力と緊張感、完成の喜び、興味は尽きま

せん。

これからも地域の人々のお世話になりながら

楽しく健やかに老いていきたいと願っている昔

日この頃です。

（五十嵐　勇三）



十五島ふれ凱1サロン「ウキウキひろば」

サロン代表　枝川　宏子

十五島ふれあいサロン「ウキウキひろば」la、

地域の子ども達とその父母、そして高齢者が集い

楽しく交流できる場を町内に作ううと、平成23年

11月に有志数名で立ち上げました。区社協のサ

ロン助成制度に登録し、毎月第一木曜日の午前中

に、十五島町内会館で開催しています。数組の親

子と高齢者でにぎやかにひと時を過ごします。ス

タッフは、忘れていた子育てを思い出し、若いあ

母さん達にアドバイスをしたり、あ母さん同士は

情報交換をしなから子とも達と遊びます。

毎回おばあちゃんだ絵孤を読んでくれます

当初はおもちゃを購入する資金もないなか、町

内の万々かあ下がりをたくさん提供して下さいま

した。

子とも達は大喜びで終了時間になってもなかな

か帰りたからす、本当にうれしい悲鳴です。

保健センター子育て支援係からおもちゃ等の貸

し出しかあり、藤野地区社協からは助成金をいた

だき、充実した開催ができるようになりました。

▽砧誓禁論詰豊下さ、町

開催日・毎月第一木曜日10時～11時30分 

会　場・十五島町内会館藤野1条7丁目162℡591－0645 

聞合せ先・枝川宏子　℡591－4778 

藤野南小三二児童会館
館長　庄司　元生

藤野南小学校にある「ミニ児童会館」は、放

課後の藤野南小学校の子ともたちの居場所づく

りのために開館しているもので、札幌市から管

理委託を受けて財団法人札幌而青少年女性活動

会か運営しています。藤野南小学校を含め、両

区には9館の児童会館と6小学校にミニ児童会

館があります。

藤野南小学校ミニ児童会館には毎日60名ほ

どの児童か放課後、教室から直接来館し夕方6

時までの時間、読書をしたり、友達とゲームを

したり、小学校の体育館でサッカーやバスケッ

トの運動をしたりと、楽しい時間を過ごしてい

ます。

また、PTAの万々による「読み聞かせ」に

参加させてもらったり、ドッジボールなどのス

ポーツゲームに汗をなかす「スポーツファイ

ター」、楽しい映画を鑑賞する「ミニシアター」、

「工作教室」や「料理教室」…など、楽しい行

事が毎月盛りだ＜さん計画されています。



禅祉活動と一体で元気な

野々沢ひまわり金
野々沢ひまわり会々長　日野　司郎

平成5年に産声をあげた老人クラブ野々沢ひま

わり会は、創立20周年を迎えることになり、今年

3月に記念事業を行う準備を進めています。現在

92名の会員で構成し、会員自らの暮らしと地域を

豊かにする活動に楽しく取り組んでいます。

具体的には、

1．例会

毎月第二火曜巳か例会日です。

内容は年間計画で決めていますガ、交通

安全教室や福祉の勉強会、音楽を楽しむ会、

ことば遊びなどをその日のテーマに治った

内容で行っています。

2．サークル活動

コスモスサロン、アートフラワー、紅花

会（民舞）、福寿草（お茶）、パークコルフ、

輪投げ、カラオケ、麻雀、土筆（書道）、

詩吟、会館テニスの11のサークルがあって、

同じ趣味を持つ仲間か自らの暮らしが豊か

になる活動を、仲良く楽しく行っています。

3．ボランティア活動

野々沢町内会か行うまちづくり活動に積極的

に参加するように努めています。福祉活動、公

園の清掃、歩道桝花壇の世話、子どもの見守り、

文化祭や運動会への参加協力、歳末助け合い募

金、どんくり子とも会との交流のほか、藤野南

小学校の昔遊びや花いっぱい運動への協力もあ

り年間を通してかなりの数の元気な会員が、地

域を豊かにする活動に参加しています。

専
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4．野々沢福祉車貴会

藤野地区社協は、だれもガ安心して暮

らせる地域社会づくりのために、各町内

に福祉推進委員会をつくるように要請し

ていますガ、野々沢では町内会とひまわ

り会で福祉委員会を組織し、日常の友愛

助け合い見守りをしています。

私たちは、老人クラブの会員であるこ

とに自信と詰りをもち、創立20周年を迎

えるひまわり会を会員みんなで楽しく活

動し、発展させたいと思っています。



0

今年毛楽しかった福まちの行事∴
平成24年10月21日開催　福まちふれあい交流班主催

⑳⑳⑳◎交流会
藤野地区センターアリーナいっぱいに

広がった笑顔と歓声、今年度のふれあい

交流会は、老いも若きも参加して出演者

と一体となり、盛り上がりました。
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舎ブロック開催日と会場

フロック �月　日 �会　場 �幹事町内会 

第1 �10・23 �西藤野会館 �西藤野 

第2 �11・01 �三区会館 �三　区 

第3 �10・18 �十五島会館 �十五島 

第4 �11・06 �藤野沢福祉会館 �第　二 

「転ばぬ先の憬」翻心に講誌を聴いて勉強

（西藤野合随）

毎回参加する人も、初めての人も指導者

の掛け声で張り切って足踏みをします。

終了後は身も心も軽く、元気になって帰

ります。

来年も楽しみですね。

どっこいしょ仁お相授さんス9イ／Lで頑張っています

（十五島台能）

一・i－‘′ゾ
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産直直匪塵直

藤野地区全町内会の福祉に携わる万々約50名

の参加で「見守り活動」についてグループごとに

意見を出し合い、「まとめ」を発表しました。

「どの様に訪問すると受け入れてもらえるかな。

プライバシーを尊重し、相手に負担に思われない

ようそっと見守りましょう」

「見守りをする担い手の育成は、どうしたらい

いでしょう。とにかく隣近所、声をかけ合うこと

が大切ですね。民生委員と福祉委員かペアで訪問

活動をしている町内もあります」

藤野地区センター
集会室にて

「個人情報保護法かあり、福祉活動も大変です

ガ、札幌市から福まち活動のために提供される情

報を活用しながら行ってください。日常的なふれ

あいや町内の交流のなかからできる範囲で見守り

することが大事です」と、札幌而社会福祉協議会

の小平地域福祉課長の講評がありました。

■凶■□■陀●朝■袈■腎■蟄●嘩■担■威■口■屋■巴

◎平成2時1月椚（水川鮭 

く濃 �誌〉「いつよでも元気で過ごすために」 

田医療法人漢に会　定山渓病院 
副院長　菅原　啓先生 
作業療法士南部浩志先生 

初めて藤野地区全住民を対象に、表記のテーマ

で講話を聴く研修をしました。

菅原先生からは特に専門の立場から、寝たきり

の高齢者に多く見られる床ずれの治療や誤臓、認

知症のあ話をしていただきました。

南部先生からは、「体を柔らかくするためのポ

イント」を教わりました。

体に良い運動とは、ゆっくり、ちいさく、楽に、

快適に、することだそうです。

体が柔らかくなると、リラックスできる、快眠

できる、脳の活動性が増す、意欲か高まる、カか

発揮し易くなる、痛みが軽減するなどいいことす

くめです。元気で長生きの秘訣ですね。

約70名の参加者は元気をもらいました。
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福祉活動実践者交流会で

福祉マップの作成について攣びました

平成25年2月18日（月）藤野地区センター

藤野地区全町内会から総勢110名の福祉に携わ

る万々か集まり、福祉マップで地域の見守りをす

るための研修をしました。

西区西町地区福祉のまち推進センターの望月弘

子事務局長をお招きし、福祉マップづくりの実践

と活用を語っていただきました。西町地区の高齢

者等を支援するに当たり、各町内会がマップをつ

くり合法的に安心・安全に見守り活動を進めてい

るそうです。

講話の後、両区社会福祉協議会の大石さんの指

導でマップ作りを体験しました。

参加者は、日ごろの見守りや支援のあり方につ

いて熱心に勉強し、お互いの町内会の福祉活動の

情報交換も行いました。

MuIlい●●●・州MuhIlいい●●◆＝…ⅥⅥlnNll・●●●・・…l州Ml…い●●●1…uⅥlnllいい●●●・州ull机lV…い●●●・州llu机Il

イl払寸や人の疎が才ろ！J
L　更生保護女性会藤野分区長

平川時子さんに伺いました

両区に更生保護女性会が発足したのは、昭和52

年（当時は婦人会）で、同時に藤野分区も発足し

たそうです。平成14年か5分区長をされている

平川時子さんに聞きました。

◆この会は、罪を犯した人に愛の手を差しのべ更

生を助けると共に、地域社会に奉仕することを

目的とする女性団体だそうですね。何人でどの

ような活動をされているのでしょうか。

「藤野地区には現在、私の他に20名の会員がボ

ランティアで活動してあります」

「活動の内容は、札幌刑務支所や拘蓬支所で行

う誕生会、少年院や女子学院の運動会などに参加

して激励します。この種な行事には家族の万は殆

んと参加いたしませんので、私達は親代わりのつ

もりで交流します。それから盆踊り大会や、刑務

所矯正展（刑務中の人が製作した物品の展示販

売）のお手伝いもしますよ」

「少年院や女子学院で、出院準備教育ための昼

マップつくりを他闊

札幌両はr毎月3日は、見守り・訪問のeJ

と設定しました。

近隣に心配される独居の万や、高齢者があられ

たら、「夜、家の灯りはついたかな、新聞などが郵

便受けにたまっていないだろうか」とちょっと気

配りしてください。異変を感じたら民生委員や町

内会の福祉部役員に知らせてください。

皆で安心できる福祉のまちづくりをしていきま

しょう。

怠会か行われますガ、手作りの料理を持参します。
一番うれしかったことは、我が家のつけ物を

持って行った時に、『あっ、これはばあちゃんの味

だ！ぱあちゃんのつけ物思い出した』と言って、何

度もあ替りしてくれたことです。母親の味を思い

出して涙を流す子もいます。そんな時、こんない

い子かどうして罪を犯してしまったのだろうか、

二度とここに足を踏み入れることのないようにと、

願わずにはあられません」

◆平川さんは、いつ頃藤野に来られたのですか。

「私は、藤野で生まれ育ちました。定山渓鉄道

で石山小学校に通いましたよ。ふるさと藤野が犯

罪のない、そして子ども達か明るく健やかに育つ

ようにと、会員と共に“社会を明るくする運動”

に励んでいます。地域の皆様のご理解とご参加を

よろしくお願いいたします」

◆藤野地区を愛し、皆の幸せを願う平川さんの芙

平霊芝0慧冨芸㍊宅忘言．芸三才

石戸．弊
■〟　‥■・●
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困ったときの、あなたの身近な相談先

藤野地区福祉のまち推進センター（藤野福まち）

福祉なんでも相談

地域の方々の様々な因りごと、悩みごとの相談

に応じ、関係機関におつなぎします。

相敬日　毎週月曜日（祝日は休み）13時～15時

場　所　藤野地区社会福祉協議会事務所

藤野2条8丁目7－18

i　電　話　℡591－5082

！　　電話による相談も受け付けています
し＿－＿－＿●＿●＿●＿－＿●＿－＿－＿●＿●●

「一一‾－‾－‾－‾一一一‾●‾－‾■

！　　　民生委昌・児童委員
l

i　各町内の民生委員が、担当地区の高齢者や障が
l　いのある方、子どものことなど、幅広く地域の困

ト」ことをみなさんと一緒に考えお手伝いします。

！ご自分の町内の委員が分らない場合は、町内会長

！または、藤野福まちにおたずねください0

福まち広報紙コンクールで

．広報「きぼう」が今年度も受賞

毎年、札幌而社会福祉協議会の主催で行われる

「福まち活動写真及び広報紙コンクール」で今年度

は、広報「きほう」16号が審査委員特別賞を、活動

写真部門では佳作を受賞しました

●●Lttl●GlL■　　　　■　‾

二言＼圭二言∴十

審査員特別賞の第16号

地域の皆様の奇稲や、

取材に応じて下さったこ

とにお礼申し上げます。

ありがとうございました。

授H式に臨む是安広報班長

範‘．
地域包括支援センター

介護予防センター

介護保険や介護予防、認知症、虐待のことな

ど、高齢者が住み慣れた地域で、いつまでも暮

らせるように様々な相談をお受けしています。

南区第二地域包括支援センター　℡572－6110

南区介護予防センター定山渓　　℡598－3311

し＿＿＿＿＿＿＿－＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿●＿●」

陣がい者相談支援事業所

障かいのある方やその家族の方が、身近な

地域で相談できるところです。

専門の相談員が、悩みごとや困りこ一との相

談をお受けするほか、福祉サービスを受ける

ための手助けをします。

相談室ほくほく　　℡807－9746

（相談時間　火～土曜日10：00～18：00）

し＿－＿＿＿－＿●＿●一一＿●＿＿＿＿－＿一一

塙隻領詣磨
今冬は、大変な大雪に見舞われました。藤野で

は福祉除雪の対象世帯が123軒あります。地域協

力員の皆さん本当にご苦労様です。

さて、このほど藤野地区に高齢者を対象lこ少人

数タイプのデイサービス施設がオープンしました。
一般の戸建住宅を改修し、定員10名の適所介護

サービスを提供する事業所です。高層建築で設備

等が充実している施設も多くなってはいますガ、

小規模で自宅とそれほど変わらない雰囲気を楽し

んでもらあうという理念は、ニーズの多様性を捉

えているようです。高齢化率の高い藤野にアット

ホームな施設ガ、身近な場所にできることは歓迎

です。　　　　　　　　　　　　　　　（岩崎）
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